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歌人五島美代子の定型超克への軌跡

　
　
　

�［
要
旨
］
歌
人
五
島
美
代
子
（
一
八
九
八
～
一
九
七
八
）の
表
現
形
式
を
見
る
な
ら
、〈
破
調
〉

が
際
立
ち
、最
終
歌
集
『
花
激
つ
』に
至
っ
て
は
、全
体
の
八
六
％
の
作
品
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
　

�　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
美
代
子
は
一
時
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
に
加
盟
し

た
が
、
程
な
く
脱
退
し
、
作
歌
活
動
を
中
断
し
た
。
こ
の
時
期
の
歌
群
は
、
す
べ
て
が
口

語
自
由
律
の
形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
〈
破
調
〉
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、伝
統
的
短
歌
世
界
の
持
つ
リ
ズ
ム
や
抒
情
性
を
根
底
に
有
す
る
歌
が
あ
り
、ま
た
、

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
認
識
に
目
覚
め
た
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
思
想
が
自
ら
の
歌
の
思
想

的
根
幹
を
な
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
表
記
も
旧
仮
名
遣
い
で
あ
る
。

　
　
　

�　

美
代
子
の
歌
人
と
し
て
の
再
生
に
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
、
一
ヶ
月
に
亘
る
ル
ー

ブ
ル
ミ
ュ
ー
ゼ
で
の
芸
術
体
験
が
あ
る
。
美
代
子
は
、
き
つ
い
呪
縛
に
息
絶
え
そ
う
に
な

り
な
が
ら
恍
惚
の
さ
ま
を
呈
す
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
に
、
自
己
の

求
め
る
短
歌
創
作
の
世
界
を
感
得
し
た
。
帰
国
後
、
美
代
子
は
夫
茂
と
共
に
、
歌
誌
『
立
春
』

を
創
刊
し
、伝
統
的
短
歌
世
界
と
、現
代
的
短
歌
世
界
の
止
揚
を
目
指
し
た
。そ
の
鍵
と
な
っ

た
の
が
、〈
破
調
〉
で
あ
る
。
以
後
、
美
代
子
の
歌
は
、
文
語
定
型
を
基
調
と
す
る
破
調
の

歌
へ
と
変
容
し
た
。
そ
し
て
、
時
代
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
自
己
の
内
奥
か
ら
ほ
と

ば
し
り
出
る
心
情
の
表
現
に
適
し
た
調
べ
を
模
索
し
続
け
、
戦
後
も
、
破
調
を
駆
使
し
て
、

現
代
の
生
活
短
歌
と
伝
統
的
短
歌
世
界
の
止
揚
を
目
指
し
た
。

　
　
　

�　

美
代
子
は
、
伝
統
短
歌
の
持
つ
抒
情
性
を
捉
え
直
す
中
で
い
っ
た
ん
伝
統
的
短
歌
の
リ

ズ
ム
を
断
ち
切
り
、
具
体
的
に
歌
材
と
歌
こ
と
ば
を
〈
破
調
〉
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
と

い
う
新
し
い
方
法
で
歌
に
新
た
な
抒
情
性
と
リ
ズ
ム
を
与
え
、
自
己
の
感
性
が
醸
し
出
す

濱
　
田
　
美
枝
子

　
歌
人
五
島
美
代
子
の
定
型
超
克
へ
の
軌
跡

　
　
　
　
　
―
―
破
調
を
め
ぐ
っ
て
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

五
島
美
代
子
（
一
八
九
八
～
一
九
七
八
）
は
第
一
歌
集
『
暖
流（

（
（

』
で
「
胎
動
」
を

詠
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、
自
死
し
た
長
女
へ
の
歌
群
を
収
め
た
『
母
の
歌
集
』、『
新

輯　

母
の
歌
集
』
等
に
よ
っ
て
文
学
史
上
、「
母
性
愛
の
歌
人（

（
（

」、「
母
の
歌
人
」
と

評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。ま
た
、美
智
子
上
皇
后
の
ご
婚
約
決
定
時
か
ら
二
三
年
間
、

宮
中
の
伝
統
的
な
和
歌
の
詠
み
方
に
則
っ
た
指
導
に
務
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
美
代
子
自
身
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ら
、全
歌
集
に
亘
っ
て
、

歌
材
と
の
関
わ
り
の
中
で
破
調
的
表
現
の
際
立
つ
〈
破
調
の
歌
人
〉
と
も
称
す
べ
き

調
べ
の
世
界
へ
の
飛
翔
を
試
み
た
。
こ
こ
に
美
代
子
の
〈
破
調
〉
の
意
義
が
あ
る
。
最
終

歌
集
『
花
激
つ
』
に
は
、
美
代
子
独
自
の
新
し
い
短
歌
世
界
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
五
島
美
代
子
・
五
島
茂
・
破
調
・
歌
誌
『
立
春
』・『
花
激
つ
』
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特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
含
め
て
、
美
代
子
の
短
歌
表
現
に
つ

い
て
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な
い
。

　

美
代
子
は
歌
材
と
の
関
係
で
〈
破
調
〉
に
対
す
る
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
が
、
最
終
歌
集
『
花
激
つ
』
に
至
っ
て
は
、〈
破
調
〉
は
実
に
全
体
の

八
六
％
の
作
品
に
及
ん
で
い
る
。
定
型
に
軸
足
を
置
く
こ
と
を
意
識
し
続
け
た
美
代

子
だ
が
、
時
代
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
自
己
の
内
奥
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
る
思

い
を
表
現
す
る
の
に
適
し
た
調
べ
を
模
索
し
続
け
、
最
終
歌
集
『
花
激
つ
』
に
お
い

て
、
意
味
内
容
と
の
一
致
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
調
べ
に
向
っ
て
飛
翔
を
試
み
た
。

　

本
稿
で
は
美
代
子
の
表
現
形
式
の
特
徴
で
あ
る
〈
破
調
〉
に
焦
点
を
当
て
て
、
創

作
上
の
表
現
の
変
化
や
推
移
を
追
い
、
特
に
、『
花
激
つ
』
に
お
け
る
最
も
象
徴
的

な
一
首
に
つ
い
て
の
初
案
か
ら
五
稿
に
及
ぶ
推
敲
の
過
程
を
取
り
上
げ
、
美
代
子
が

ど
の
よ
う
に
独
自
の
表
現
世
界
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
か
の
軌
跡
を
検
討
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
美
代
子
の
言
う
新
し
い
「
調
べ
」
に
向
っ
て
の
〈
破
調
〉
の
意
義
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　

一　

昭
和
初
期
の
既
成
歌
壇
変
革
の
波
が
美
代
子
に
与
え
た
影
響

　
　
　
　

１　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
運
動
と
、
美
代
子
の
短
歌
世
界

　

大
正
期
の
歌
壇
で
は
木
下
利
玄
や
石
川
啄
木
た
ち
に
よ
る
形
式
の
変
革
の
流
れ
が

起
こ
り
、
口
語
・
破
調
・
多
行
の
特
徴
を
持
つ
前
田
夕
暮
や
釈
超
空
ら
の
活
動
が
続

い
た
。

　

昭
和
初
期
は
、
労
働
運
動
の
高
ま
り
と
共
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
盛
ん
な

時
期
で
あ
っ
た
。
歌
壇
に
お
い
て
も
既
成
歌
壇
変
革
の
声
が
高
ま
っ
た
。
大
塚
金
之

助
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
創
刊
の
『
ま
る
め
ら
』
の
第
五
号
（
同
五
月
）

で
、「
短
歌
の
如
何
に
と
何
故
に
と
を
物
質
的
基
礎
か
ら
説
き
、
全
被
壓
迫
無
産
階

級
解
放
の
熱
情
に
基
づ
い
て
、
そ
の
短
歌
は
革
命
的
、
集
団
的
、
進
出
的
で
あ
り
底

力
を
持
つ（

（
（

」
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
既
成
歌
壇
変
革
の
動
き
に
力
を
注
い
だ
一
人
に
美
代

子
の
夫
、
石
榑
（
五
島
）
茂（

（
（

が
い
る
。
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
在
学
中
の
茂
と
文
学

部
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
美
代
子
と
は
、
東
大
短
歌
会
で
知
り
合
い
、
大
正
一
四

（
一
九
二
五
）
年
、
結
婚
し
た
。

　

茂
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
二
月
か
ら
一
二
月
ま
で
『
短
歌
雑
誌
』
に
、「
短

歌
革
命
の
進
展
（
そ
の
一
）
～
（
そ
の
八
）」（
七
・
八
月
号
は
除
く
）
を
連
載
し
た
。

（
そ
の
一
）
の
「
は
し
が
き
」
で
、「
や
が
て
来
る
べ
き
短
歌
革
命
の
第
一
石
を
投

ぜ
ん
こ
と
を
希
求
し
て
、
こ
ゝ
に
現
代
歌
壇
の
全
面
的
究
明
を
開
始
す
る
」
と
記
し

た
。
そ
し
て
、
ア
ラ
ラ
ギ
ズ
ム
が
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も
の
に
堕
し
て
自
己
矛
盾
を

起
こ
し
て
い
る
、
と
の
糾
弾
を
皮
切
り
に
、
既
成
歌
壇
に
切
り
込
ん
だ
。
こ
の
連
載

は
歌
壇
に
波
紋
を
呼
び
、
特
に
、
斉
藤
茂
吉
か
ら
の
批
判
は
苛
烈
を
き
わ
め
た（

（
（

。

　

ま
た
、
茂
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
九
月
、
既
成
歌
壇
変
革
を
目
指
し
、
前
川

佐
美
雄
、
坪
野
哲
久
た
ち
と
「
新
興
歌
人
連
盟
」
を
結
成
し
た
。
し
か
し
、
機
関
誌

の
刊
行
を
め
ぐ
り
「
政
治
と
文
学
の
い
ず
れ
を
と
る
か
と
い
う
見
解
対
立（

（
（

」
か
ら
内

部
分
裂
を
起
こ
し
、
解
散
し
た
。
短
歌
革
新
に
お
い
て
、「
革
命
は
伝
統
を
無
視
す

る
も
の
か
ら
は
断
じ
て
生
ま
れ
な
い
。
伝
統
を
食
ひ
破
つ
て
く
る
者
か
ら
の
み
生
ま

れ
る
」（「
短
歌
革
命
の
進
展
（
そ
の
二
）」）
と
考
え
る
茂
や
前
川
た
ち
と
、
坪
野
を

は
じ
め
と
す
る
明
確
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
系
と
の
齟
齬
が
顕
在
化
し
た
と
言
え
る
。

　

翌
年
三
月
、
茂
と
美
代
子
は
前
川
と
と
も
に
歌
誌
『
尖
端
』
を
創
刊
し
表
現
の
芸

術
性
を
視
野
に
入
れ
た
既
成
歌
壇
変
革
を
目
指
し
た
が
、半
年
後
に
廃
刊
と
な
っ
た
。

　

活
動
を
断
念
し
た
茂
は
、「
歌
壇
へ
の
置
き
土
産（

（
（

」
と
称
し
て
、
時
代
の
新
鮮
な

生
活
用
語
や
記
号
や
句
読
点
、
分
か
ち
書
き
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
例
え
ば
次
の
よ

う
な
短
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
も
前
述
の
茂
の
言
説
を
基
に
考
え
る
と
、
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伝
統
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、「
伝
統
を
食
ひ
破
つ
て
」
の
表
現
の
試
み
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　

�

レ
ー
ニ
ン
も
プ
ー
シ
ュ
キ
ン
の
詩
を
よ
み
ふ
け
り
し
と
い
ふ
平
凡
な
こ
と
に
な

ご
む
こ
こ
ろ
あ
り

　
　

な
に
階
級
間
の
距
離
？

　
　

い
ま

　
　

青
空
と
の
す
が
や
か
な
距
離
を
考
へ
て
ゐ
た
の
に
。

　

こ
の
時
期
の
茂
の
活
動
は
、
美
代
子
の
短
歌
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た

と
言
い
得
る
。

　

美
代
子
は
、
夫
の
「
新
興
歌
人
連
盟
」
の
結
成
に
伴
い
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
か
ら
入
会
し
て
い
た
『
心
の
花（

（
（

』
を
退
会
し
て
自
ら
も
準
備
の
会
議
に
加
わ
る
な

ど
、『
尖
端
』
の
廃
刊
ま
で
は
茂
と
行
動
を
共
に
し
た
。
が
、
そ
の
後
、
同
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
、
自
ら
の
意
思
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
に
入
会
し
て
い

る
。

　

一
九
二
九
年
四
月
に
茂
は
大
阪
商
科
大
学
（
現
大
阪
市
立
大
学
）
に
赴
任
し
た
。

一
家
は
茨ま

っ

田た

郡
守
口
町
（
現
大
阪
府
守
口
市
）
に
居
を
構
え
た
が
、
近
く
の
工
場
で

働
く
女
性
た
ち
と
の
出
会
い
は
、
美
代
子
の
こ
れ
ま
で
の
自
己
の
生
活
感
覚
を
一
変

さ
せ
る
ほ
ど
の
体
験
で
あ
っ
た
。
当
時
詠
ま
れ
た
次
の
よ
う
な
歌
群
か
ら
衝
撃
の
強

さ
が
見
て
取
れ
る
。

　
　

�

僅
か
の
昼
休
に
き
そ
つ
て
お
し
め
を
洗
ふ
と
い
ふ
女
工
の
母
は
い
つ
休
む
の
だ

　
　

右
左
か
ら
子
に
ま
つ
は
ら
れ
て
米
と
ぐ
母
の
あ
ら
は
な
胸
に
ぢ
か
に
さ
す
西
日

　
　

空
腹
を
こ
ら
へ
る
事
に
馴
れ
て
ゆ
く
こ
の
子
達
の
強
さ
を
畏こ
わ

い
と
お
も
ふ

　

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
世
界
し
か
知
ら
な
か
っ
た
当
時
の
美
代
子
だ
が
、
社
会
の

現
実
に
目
を
向
け
た
、
子
を
持
つ
生
活
者
で
あ
る
母
の
視
点
に
目
覚
め
、
弱
者
に
対

す
る
認
識
の
自
覚
か
ら
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

美
代
子
は
、
底
辺
に
生
き
る
母
た
ち
が
顧
み
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
憤
り
を
詠
ん
だ
。

こ
の
時
期
の
歌
は
第
一
歌
集
『
暖
流
』に
、「
一
段
階
」と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
目
覚
め
は
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
け
っ
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
思

想
が
自
ら
の
歌
の
思
想
的
根
幹
を
な
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
山
田
あ
き

が
、「
妻
も
家
も
否
飯
さ
え
奪
わ
れ
て
い
る
、
だ
が
俺
た
ち
に
は
大
衆
が
あ
る
と
同

志
の
晴
や
か
な
顔
は
輝
い
て
い
る（

（
（

」
と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
当
時
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

歌
人
同
盟
」
は
、
階
級
闘
争
を
目
指
し
て
い
た
集
団
で
あ
る
。
茂
の
短
歌
革
新
に
向

け
て
の
活
動
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
社
会
に
目
を
向
け
、
自
己
の
無
知
さ
に

気
づ
い
た
こ
と
で
、
無
産
階
級
と
し
て
の
実
体
験
を
伴
わ
な
い
ま
ま
に
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
歌
人
同
盟
」
に
参
加
し
た
。
そ
れ
故
、
当
時
の
自
己
の
思
想
信
条
を
懸
け
た
命

が
け
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
活
動
家
た
ち
と
歩
調
を
共
に
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。

　

美
代
子
は
同
年
、
ほ
ど
な
く
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
を
脱
退
し
、
そ
の
代

償
と
し
て
、
作
歌
活
動
の
断
念
を
決
意
し
て
い
る
。

　
「
一
段
階
」
に
お
け
る
美
代
子
の
激
し
い
感
情
の
表
出
や
表
現
形
式
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
短
歌
に
学
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
一
段
階
」
で
は
、
す
べ
て
の
歌
が

非
定
型
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
だ
け
で
、
こ
の
時
期
の
美
代
子
の
歌
を
、
定
型

を
否
定
し
た
口
語
自
由
律
短
歌
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
一
段
階
」
の
歌
群
の
中
に
は
定
型
の
リ
ズ
ム
や
抒
情
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
れ
故
、
次
に
、
破
調
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
視
点
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か
ら
、
美
代
子
の
「
新
興
歌
人
連
盟
」
及
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
時
期
の
作
品
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　

二　

表
現
形
式
か
ら
見
る
美
代
子
の
歌
の
全
体
像

　
　
　
　

１　

美
代
子
の
〈
破
調
〉
観

　

破
調
に
つ
い
て
、
谷
山
茂
は
、『
和
歌
大
辞
典（

（1
（

』
項
目
執
筆
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

　
　

�

定
型
表
現
を
肯
定
的
な
前
提
と
す
る
営
み
で
あ
っ
て
、（
中
略
）
未
定
型
時
代

の
未
定
型
歌
謡
や
定
型
破
棄
を
唱
え
る
口
語
自
由
短
歌
な
ど
は
、
こ
れ
を
破
調

と
い
う
の
は
適
当
で
な
い

　

一
方
、
島
田
修
三
は
『
岩
波　

現
代
短
歌
辞
典（

（1
（

』
で
斎
藤
茂
吉
の
歌
を
例
に
挙
げ

て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

上
空
よ
り
東
京
を
見
れ
ば
既
に
あ
や
し
き
人
工
の
物
質
塊M

esse
と
謂
は
む
か 

　
　

�（
前
略
）
発
展
す
る
近
代
都
市
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
属
目
は
お
の
ず
か
ら
こ
の

伝
統
定
型
歌
人
を
極
端
な
破
調
に
お
も
む
か
せ
た
。
破
調
は
口
語
自
由
律
短
歌

の
よ
う
な
定
型
否
定
に
は
該
当
せ
ず
、
茂
吉
の
歌
の
よ
う
な
定
型
歌
人
に
よ
る

必
然
的
所
産
を
指
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

美
代
子
の
歌
歴
を
見
る
な
ら
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
一
八
歳
の
日
記
「
思

ひ
の
ま
ゝ
」（
未
発
表
資
料
、
筆
者
蔵
）
に
、
一
六
歳
の
年
に
は
歌
を
三
〇
〇
首
ほ

ど
作
り
一
七
歳
の
頃
に
は
四
〇
〇
首
余
り
に
さ
え
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の

頃
多
く
の
古
典
に
親
し
み
、「
十
七
の
秋
辺
か
ら
は
殊
に
古
今
集
を
精
読
し
」
深
く

感
銘
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
記
で
、「
歌
を
詠
み
た
い
な
ど
ゝマ

マ

思
ひ
初
め
た
の
は
勿
体
な
い
乍
ら

全
く
お
か
く
れ
あ
そ
ば
し
た
明
治
天
皇
と
照
憲
皇
太
后
の
御
言
葉
の
は
し
を
も
れ
承

は
り
始
め
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。（
中
略
）
あ
れ
に
よ
っ
て
私
は
自
分
の
生
ま
れ
た

国
の
国
柄
を
知
り
深
く
皇
室
を
う
や
ま
ひ
慕
ひ
ま
つ
る
感
情
を
育
ま
れ
た
の
で
あ

る
」
と
、
歌
へ
の
関
心
の
出
発
と
な
っ
た
体
験
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
に
鑑
み
る
な
ら
、
美
代
子
の
歌
心
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
伝
統
的

和
歌
で
あ
る
。

　

ま
た
美
代
子
は
、
次
の
よ
う
に
破
調
は
七
五
の
リ
ズ
ム
を
自
分
の
も
の
と
し
て
自

由
に
操
れ
る
こ
と
を
基
盤
に
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
こ
と
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

破
調
の
歌
と
い
う
の
は
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
し
ら
べ
を
破
壊
し
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
七
五
の
リ
ズ
ム
を
薬
籠
中
の
も
の
に
し
て
、
読
者
が
、
こ
こ
に
七
が

来
る
な
、
と
思
う
と
こ
ろ
を
八
に
し
た
り
、
九
に
し
た
り
、
逆
に
六
に
し
た
り

し
て
そ
ら
す
の
で
す
。（
中
略
）
意
味
の
な
い
、
必
然
性
の
な
い
破
調
の
歌
が

多
い
。
初
め
に
破
調
を
試
み
た
木
下
利
玄
に
し
て
も
、
誰
に
し
も
、
効
果
を
考

え
て
し
た
の
に
、な
ん
で
も
七
五
調
で
な
く
て
も
い
い
と
い
う
、ず
る
ず
る
べ
っ

た
り
の
抵
抗
で
は
い
け
な
い
と
お
も
い
ま
す
。（
中
略
）
む
し
ろ
定
型
化
運
動

を
し
た
い
く
ら
い
で
す（

（1
（

　

美
代
子
に
と
っ
て
、
歌
の
根
底
に
あ
る
の
は
七
五
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
け
っ
し
て

定
型
否
定
か
ら
表
現
を
試
み
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
憤
り
の
発
露
が
、

美
代
子
を
し
て
極
度
の
破
調
に
駆
り
立
て
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
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歌人五島美代子の定型超克への軌跡

る
。島
田
修
三
の
指
摘
す
る
「
定
型
歌
人
に
よ
る
必
然
的
所
産
」で
あ
る
と
考
え
る
。

又
、
表
記
も
旧
仮
名
遣
い
で
あ
る
。
そ
れ
故
本
稿
で
は
、
美
代
子
の
「
新
興
歌
人
連

盟
」及
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
期
の
作
品
も
、破
調
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　

２　

�
美
代
子
の
各
歌
集
に
お
け
る
破
調
の
比
率
の
推
移
と
、
定
型
を
基
調

と
し
た
破
調

　

ま
ず
表
現
形
式
か
ら
見
る
美
代
子
の
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
の
全
体
像
を
後
出
の
表

１
（
15
ペ
ー
ジ
）
か
ら
考
察
し
た
い
。

　

美
代
子
の
各
歌
集
に
お
け
る
破
調
の
比
率
の
推
移
と
、
定
型
を
基
調
と
し
た
破
調

の
頻
度
に
つ
い
て
、
各
歌
集
の
破
調
の
「
相
対
頻
度
」
か
ら
検
討
す
る
。
表
の
音
数

律
に
よ
る
分
析
は
以
下
の
条
件
で
行
っ
た（

（1
（

。
①
意
味
内
容
に
よ
る
律
の
区
切
り
を
使

用
、
②
定
型
で
句
ま
た
が
り
を
示
す
も
の
は
破
調
と
し
た
。

　

第
一
歌
集
『
暖
流
』
に
は
美
代
子
の
生
涯
の
歌
人
活
動
の
変
転
が
表
れ
て
い
る
。

内
容
に
従
っ
て
三
つ
に
分
け
た
。

　
『
暖
流
』
①
は
、
一
七
歳
で
佐
佐
木
信
綱
に
師
事
し
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

か
ら 

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の
も
の
で
、
次
の
定
型
例
歌
㋑
の
よ
う
に
従

来
の
表
現
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
が
五
二
％
あ
り
、
㋺
の
よ
う
な
破
調
は
四
二
％
あ

る
。
母
の
第
一
子
へ
の
あ
ふ
れ
る
思
い
が
、
定
型
に
は
収
ま
り
き
れ
ず
、
お
の
ず
と

破
調
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
例
が
多
い
。

㋑　

お
ご
そ
か
に
吾わ

れ

に
よ
り
く
る
一ひ
と
あ
ゆ歩

み
吾
は
も
終つ
ひ

に
母
な
ら
ま
し
か

　
　

み
ど
り
子
は
み
づ
か
ら
足
ら
ひ
遊
び
居
り
朝あ

し
たす
が
し
き
蚊
帳
の
ふ
く
ら
み

㋺　

生
き
む
と
す
る
吾
子
の
思
に
ひ
た
向
ひ
か
し
こ
み
朝
の
胎
動
を
き
く

　
『
暖
流
』
②
は
、
新
興
歌
人
連
盟
及
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
時
期
で
、
全
て
の

歌
が
非
定
型
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
一
首
中
、
五
つ
の
句
の
う
ち
四
句
に
渡
る
破

調
が
五
一
、六
％
、
一
句
目
か
ら
五
句
目
ま
で
の
全
て
に
お
い
て
破
調
が
二
五
、八
％

と
、
他
の
時
期
に
較
べ
程
度
が
突
出
し
て
い
る
。
美
代
子
は
口
語
体
を
用
い
、
内
容

に
お
い
て
も
創
作
上
の
劇
的
な
転
換
を
果
た
し
た
。第
一
の
転
換
期
と
言
い
得
よ
う
。

　

そ
し
て
、『
暖
流
』
③
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
を
離
れ
て
滞
欧
生
活
を
経
験
し

た
後
の
歌
群
だ
が
、
文
語
を
多
用
し
、
定
型
を
踏
ま
え
て
の
破
調
を
意
識
し
て
再
出

発
し
た
。
破
調
の
比
率
は
八
四
、一
％
に
上
る
。
第
二
の
転
換
期
と
言
い
得
よ
う
。

そ
の
後
、
第
二
か
ら
第
六
歌
集
で
は
七
〇
％
台
を
示
し
、
晩
年
、『
垂
水
』
で
は

八
一
、六
％
、
最
終
歌
集
『
花
激
つ
』
で
は
八
六
、四
％
の
歌
が
破
調
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
美
代
子
を
〈
破
調
の
歌
人
〉
と
言
い
得
る
表
現
上
の
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
。

　
　
　

三　

文
語
定
型
を
基
調
と
し
た
〈
破
調
〉
へ
の
変
容

　
　
　
　

１　

�

ル
ー
ブ
ル
ミ
ュ
ー
ゼ
で
の
芸
術
体
験
と
短
歌
観
の
変
容
（『
暖
流
』

③
）

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
か
ら
二
年
間
、
茂
の
ロ
バ
ア
ト
・
オ
ウ
エ
ン
研
究
の
目

的
に
よ
る
留
学
を
機
に
一
家
は
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
し
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
五

月
帰
途
に
つ
い
た
。
そ
の
折
に
美
代
子
の
強
い
希
望
で
家
族
は
一
ヶ
月
間
パ
リ
に
滞

在
し
連
日
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
訪
れ
た
。

　

後
に
そ
の
時
の
心
情
を
次
の
歌
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
が
、
こ

の
芸
術
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
代
子
の
短
歌
観
を
変
容
さ
せ
た
。
自
ら
の
溢
れ
出

る
芸
術
世
界
へ
の
希
求
を
実
感
し
た
美
代
子
に
と
っ
て
自
ら
が
失
わ
せ
し
め
た
短
歌

の
世
界
へ
の
尋
常
な
ら
ざ
る
執
念
が
湧
き
起
こ
っ
た
体
験
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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�

歌
な
く
て
ル
ー
ブ
ル
・
ミ
ュ
ー
ゼ
の
絵
見
し
か
ば
胸
む
し
ら
れ
て
起
き
臥
し
な

げ
き
し
（『
時
差
』）

　
　

�
し
ば
ら
れ
し
奴ど
れ
い隷
の
如
く
人
も
吾
も
身
を
揉も

み
生い

く
れ
手
に
は
筆
持
つ
（『
丘

の
上
』）

　
　

�

息
た
え
ん
と
す
る
か
の
奴
隷
像
の
美
し
さ
は
思
へ
わ
れ
は
も
生
き
む
身
を
揉も

み

育
ち
（『
丘
の
上
』）

　

茂
に
よ
る
と
、
美
代
子
は
特
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
に
心
を

奪
わ
れ
、
毎
日
真
っ
先
に
奴
隷
像
の
前
に
行
き
鑑
賞
し
続
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

苦
し
み
悶
え
な
が
ら
息
絶
え
よ
う
と
す
る
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
は
、
そ
れ
に
抗
う
よ

う
に
蒼
空
に
向
か
っ
て
き
っ
ぱ
り
と
顔
を
上
げ
、
恍
惚
の
さ
ま
を
呈
し
て
い
る
。
奴

隷
と
な
っ
た
美
し
い
青
年
は
、
現
世
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
死
の
苦
し
み
に
耐
え
な
が

ら
、
天
上
の
世
界
へ
の
憧
れ
に
身
も
だ
え
し
て
い
る
。『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ（

（1
（

』
を
刊

行
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
言
葉
の
中
に
「
肉
体
の
呪
縛
に
対
す
る
、
魂

の
つ
ら
く
甲
斐
な
き
戦
い
の
象
徴
へ
と
変
貌
」
さ
せ
た
、
と
あ
る
。
美
代
子
の
芸
術

に
対
す
る
鋭
敏
な
感
性
が
確
認
さ
れ
る
ト
ル
ナ
イ
の
言
葉
で
あ
る
。「
瀕
死
の
奴
隷
」

像
と
の
出
会
い
に
よ
る
衝
撃
の
大
き
さ
や
、
ど
ん
な
に
縛
っ
て
も
な
お
内
か
ら
溢
れ

ほ
と
ば
し
る
自
ら
の
歌
心
の
激
し
さ
が
窺
え
る
。　

　

そ
れ
で
は
こ
の
体
験
に
よ
り
美
代
子
の
短
歌
観
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

�

蒼
空
へ
も
伸
び
よ
う
と
す
る
均
整
と
れ
た
肢
体
が
、
き
つ
い
呪
縛
の
も
と
に
息

た
え
よ
う
と
す
る
瞬
間
の
恍
惚
の
境
で
あ
る
。
定
型
に
し
ば
ら
れ
、
伝
統
の
重

さ
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、「
棒
し
ば
り
」の
踊
り
を
お
ど
ろ
う
と
す
る
「
私
の
短
歌
」

の
シ
ム
ボ
ル
で
あ
る（

（1
（

　

美
代
子
が
、「
定
型
に
し
ば
ら
れ
、
伝
統
の
重
さ
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
」
短
歌
と
い

う
表
現
形
式
を
求
め
た
の
は
何
故
な
の
か
。
そ
れ
は
、
自
己
の
魂
の
呪
縛
と
共
通
す

る
も
の
を
見
出
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
、
伝
統
的
短
歌
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
定
型
の
様
式
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
新
し
い
短
歌
の
世
界
に
突
き
進

も
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
歌
人
同
盟
」
時
代
を
経
て
生
活
者
の
視
点
か
ら
自
己
を
と
ら
え
直
し
自
己
断
罪

的
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
画
期
的
な
飛
躍
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
て
、

生
活
者
の
短
歌
世
界
と
伝
統
的
短
歌
世
界
と
の
止
揚
に
よ
る
新
し
い
短
歌
の
道
へ
の

歩
み
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

帰
国
し
た
美
代
子
の
歌
は
、
文
語
定
型
を
基
調
と
す
る
破
調
へ
と
劇
的
に
変
容
し

た
。
そ
れ
は
、
き
つ
い
呪
縛
に
息
絶
え
絶
え
に
な
り
な
が
ら
味
わ
う
恍
惚
の
境
地
が

こ
こ
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
掴
ん
だ
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

２　

�

歌
人
五
島
美
代
子
の
再
生
―
―
『
立
春
』
創
刊
の
理
念
に
見
る
破

調
―
―

　

帰
国
後
、昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）年
、茂
と
美
代
子
は
『
立
春
』（
立
春
短
歌
会
）

を
創
刊
し
た
。『
立
春
』
の
目
指
す
表
現
形
式
に
つ
い
て
は
、
茂
の
次
の
戦
時
下
と

戦
後
に
書
か
れ
た
文
章
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�
短
歌
は
自
己
真
実
の
要
求
だ
、
自
分
の
感
動
の
波
を
、
短
歌
の
形
式
と
か
ら
み

合
は
せ
波
を
打
た
せ
自
己
の
生
命
を
以
て
作
品
を
創
つ
て
行
く
の
だ
。（
中
略
）

新
短
歌
自
由
律
の
運
動
は
定
型
と
機
械
的
小
児
病
的
に
脱
離
し
た
こ
と
に
よ
つ

て
短
歌
と
孤
立
し
て
し
ま
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
定
型
律
の
最
後
の
も
の
を
更
に

押
進
め
五
句
三
一
音
律
を
基
準
と
し
て
そ
の
上
に
た
つ
自
由
流
動
を
主
張
す
る
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の
だ
（
五
島
茂
「
立
春
創
刊
記
念
茶
話
会
記
事
」『
立
春
』
第
二
号　

一
九
三
八
・
九
）

　
　

�　

短
歌
を
し
て
三
十
一
文
字
に
む
り
や
り
に
押
し
込
め
る
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス
の

寝
床
た
ら
し
め
て
ゐ
る
歌
人
た
ち
は
、
破
調
を
「
字
餘
り
」「
字
不
足
」
と
の

み
見
て
邪
道
視
し
、
一
つ
の
デ
ィ
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
と
よ
り
理
解
し
え
ず
、

「
破
調
」
の
も
つ
リ
ズ
ム
の
自
由
流
動
に
よ
る
弾
力
統
制
美
の
積
極
的
均
衡
体

た
る
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
ま
し
て
、
新
し
き
韻
律
体
系
に
よ
る
構
成
体
と
し

て
新
基
準
律
を
ふ
く
む
短
歌
の
前
進
形
態
た
る
こ
と
も
理
解
し
え
ず
、
又
感
知

し
た
場
合
に
も
理
解
を
拒
否
せ
ん
と
す
る
者
す
ら
あ
る
（
五
島
茂
「
破
調
論
序

説
」『
短
歌
季
刊
』・
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ 　

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
・
創
刊
号
、『
ア
ル
ス
』
第

壹
輯　

一
九
四
七･

一
）

　

右
の
文
章
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
茂
が
戦
時
中
も
戦
後
も
一
貫
し
て
〈
定
型
律

の
最
後
の
も
の
を
更
に
押
進
め
五
句
三
一
音
律
を
基
準
と
し
て
そ
の
上
に
た
つ
自
由

流
動
を
主
張
す
る
〉
と
考
え
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
立
春
』
は
、

自
由
律
動
す
る
リ
ズ
ム
を
積
極
的
に
表
す
新
し
い
音
律
と
し
て
、〈
破
調
〉
を
軸
に

し
た
展
開
を
推
進
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
故
、『
立
春
』
の

双
璧
を
担
う
美
代
子
も
自
覚
的
に
五
句
三
一
音
律
を
基
準
と
す
る
〈
破
調
〉を
用
い
、

積
極
的
に
自
己
の
調
べ
の
構
築
を
試
み
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

美
代
子
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
か
ら
感
得
し
た
芸
術
性
と

〈
破
調
〉
の
調
べ
の
調
和
を
模
索
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
歌
は
『
立

春
』
設
立
時
、
病
弱
な
美
代
子
が
命
と
の
葛
藤
の
中
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
美
代
子

は
肉
体
の
苦
し
み
や
命
の
は
か
な
さ
と
、
永
遠
へ
の
憧
れ
を
対
比
さ
せ
、
あ
え
ぎ
な

が
ら
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
瀕
死
の
奴
隷
像
」
に
つ
な
が
る
感
性
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
歌
は
、
破
調
に
よ
っ
て
決
意
や
憧
憬
、
詠
嘆
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

見
て
取
れ
る
。

　
　

燃
え
ひ
そ
か
に
残
り
の
い
の
ち
白
く
見
ゆ
こ
の
道
を
ゆ
き
て
吾
ら
悔
い
ざ
ら
む

　
　

�

魂
あ
へ
ぎ
一ひ
と
よ生
の
道
を
定き

め
た
り
し
そ
の
日
も
空
は
松
に
蒼
か
り
き　
（『
丘
の

上
』）

　
　
　
　

３　

美
代
子
の
戦
中
戦
後
の
〈
破
調
〉
に
つ
い
て

　

実
作
で
は
試
み
の
段
階
で
わ
ざ
と
助
詞
を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
調
を
起
こ
す
場
合

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
経
て
、
や
が
て
〈
自
身
の
心
象
世
界
〉
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
〈
自
身
の
心
の
中
か
ら
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
固
有
の
リ
ズ
ム
〉
と
が
重
な

り
合
っ
て
表
現
さ
れ
て
ゆ
く
。
次
の
歌
群
は
、
国
家
の
言
論
統
制
に
よ
る
私
性
が
抑

圧
さ
れ
た
戦
時
下
で
、
自
己
の
心
象
世
界
を
桜
に
託
し
て
詠
ん
だ
例
で
あ
る
。

①　

黒
き
怪け

て
う鳥

影
さ
す
春
と
お
も
ひ
を
り
咲
き
あ
ふ
れ
さ
く
ら
匂
ふ
ま
ひ
る
ま

②　

断
崖
の
黝く

ろ

さ
常
も
つ
吾
れ
に
見
ら
れ
て
こ
と
し
の
花
に
薄
き
陰か

げ影
あ
り

�

　
　
（『
丘
の
上
』）

　

①
・
②
は
、
戦
時
下
に
あ
る
世
相
の
暗
さ
や
自
己
の
内
面
の
暗
さ
の
重
み
が
破
調

に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
①
は
初
句
の
破
調
で
不
気
味
な
影
が
空
を
覆
う
様
子

を
、
結
句
で
、
咲
き
誇
る
桜
が
あ
た
り
を
覆
っ
て
い
る
様
を
一
〇
字
と
い
う
大
幅
な

破
調
を
用
い
て
強
調
し
、
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
よ
り
不
気
味
さ
が
増
大
す
る
効
果
が

見
て
取
れ
る
。
②
で
美
代
子
は
時
代
に
潜
む
危
う
さ
や
自
身
の
内
面
に
潜
む
暗
さ
や

重
さ
を
逃
さ
ず
、
花
に
感
得
し
た
僅
か
な
仄
暗
さ
・
影
に
重
ね
て
詠
ん
だ
。「
吾
れ

に
見
ら
れ
て
」
の
破
調
は
、
下
の
句
の
桜
の
持
つ
象
徴
的
意
味
合
い
を
よ
り
強
め
て
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い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
戦
後
女
子
に
も
門
戸
を
開
い
た
東
京
大
学

文
学
部
に
入
学
し
た
長
女
ひ
と
み
と
、
東
京
大
学
文
学
部
聴
講
生
と
し
て
入
学
し
た

美
代
子
は
通
学
を
共
に
し
た
。
し
か
し
、
民
主
主
義
と
女
性
解
放
の
新
時
代
を
迎
え

て
高
揚
す
る
母
の
陰
で
、
ひ
と
み
は
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
に
葛
藤
と

苦
悩
の
日
々
を
重
ね
る
中
で
絶
望
状
態
に
陥
り
、遂
に
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）年
、

自
死
に
至
っ
た
。次
の
歌
群
は
長
女
ひ
と
み
の
自
死
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

🄰
①�

こ
の
向
き
に
て
初う
ひ

に
お
か
れ
し
み
ど
り
児
の
日
も
か
く
の
ご
と
子
は
物
言
は
ざ

り
し

　

②�

棺
の
釘
打
つ
音
い
た
き
を
人
は
い
ふ
泣
き
ま
ど
ひ
ゐ
て
吾
は
聞
こ
え
ざ
り
き　

（『
風
』）

🄱
①
琴こ

と
ぢ柱
た
て
風
に
ま
か
せ
て
ゐ
た
り
け
り
冬
枯
れ
の
丘
に
ひ
び
く
空そ
ら
な鳴
り

　

②
松
風
を
絃い

と

に
ふ
ふ
め
ば
音お
と

あ
ふ
れ
鳴な

り
い
だ
し
た
る
わ
れ
の
古ふ
る
ご
と琴

　

③�

風
に
乗
り
緒
琴
に
か
よ
ひ
亡
き
魂
の
こ
ゑ
す
る
ひ
と
日
わ
れ
は
う
つ
け
て　

（『
い
の
ち
あ
り
け
り
』）

　

例
え
ば
直
後
に
詠
ん
だ
🄰
の
①
と
②
は
、「
六
七
七
五
九
」
と
「
六
八
五
七
九
」

の
破
調
で
あ
る
が
、
受
け
入
れ
が
た
い
娘
の
死
を
前
に
し
た
母
が
、
慟
哭
と
悔
悟
に

突
き
動
か
さ
れ
な
が
ら
死
に
物
狂
い
で
娘
の
死
を
詠
ん
だ
歌
群
で
あ
る
。
①
も
②
も

結
句
を
九
字
の
破
調
に
し
た
こ
と
で
母
の
心
情
が
凝
縮
さ
れ
て
重
み
を
与
え
て
い
る

と
言
い
得
よ
う
。
ま
た
、
②
の
母
の
心
情
に
は
、｢

人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど

も
子
を
思
ふ
道
に
惑
ひ
ぬ
る
か
な｣

の
藤
原
兼
輔
の
歌
に
つ
な
が
る
も
の
が
見
て
取

れ
る
。
美
代
子
は
ひ
と
み
の
死
を
通
し
て
、
以
後
、
我
が
子
を
再
び
取
り
戻
し
た
い

と
い
う
思
い
に
の
め
り
こ
ん
で
詠
み
続
け
て
い
っ
た
。

　

時
を
経
る
な
か
で
更
に
古
典
を
踏
ま
え
て
現
代
の
新
し
い
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
歌

の
例
が
🄱
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
空
な
り
」
や｢

松
風｣

や
「
琴
」
な
ど
の
歌
こ

と
ば
の
持
つ
背
景
の
深
さ
と
自
己
の
心
情
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、例
え
ば
、③
は
、失
っ

た
我
が
子
へ
の
慟
哭
と
喪
失
感
を
歌
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
伝
統
的
歌
こ
と
ば
を
象
徴
的
に
機
能
さ
せ
て
、
風
と
娘
が
一
体
化
し
た
美
代
子

独
自
の
挽
歌
の
世
界（

（1
（

を
探
り
当
て
よ
う
と
し
た
と
見
て
取
れ
る
。美
代
子
の
目
指
す
、

新
し
い
短
歌
の
道
へ
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
い
か
。
娘
の
死
を
乗
り
越
え
て
表

現
者
と
し
て
の
飛
躍
の
機
会
を
掴
み
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

四　

生
活
短
歌
と
伝
統
的
短
歌
世
界
の
止
揚

　
　
　
　

１　

生
活
短
歌
と
伝
統
的
短
歌
世
界

　

新
し
い
短
歌
の
道
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
美
代
子
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
経

た
現
代
の
生
活
短
歌
と
伝
統
的
短
歌
世
界
の
関
係
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
現
代
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
「
生
活
短
歌
」
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
　

�

生
き
る
た
め
に
食
べ
る
か
、
食
べ
る
た
め
に
生
き
る
か
の
限
界
ま
で
を
経
験
し

て
き
た
私
た
ち
で
あ
る
。
生
活
と
い
う
も
の
を
そ
ん
な
に
物
質
的
に
は
考
え
た

く
な
い
。（
中
略
）
自
分
の
生
き
る
場
を
も
ち
、
生
き
る
意
欲
を
も
ち
、
い
か

に
生
き
よ
う
か
と
す
る
意
志
と
情
熱
と
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
に
は
生
活

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
短
歌
は
生
活
短
歌
で
あ
る
と
思
う（

（1
（

　

美
代
子
は
右
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、「
生
活
短
歌
」
を
人
間
の
尊
厳
に
関
わ
る

内
面
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
か
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
に
お
い
て
自
覚
し
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た
生
活
に
根
ざ
し
た
人
間
の
真
実
に
対
す
る
視
点
や
、
戦
時
下
で
晩
香
女
学
校
の
校

長
と
し
て
生
徒
た
ち
を
守
り
抜
い
た
経
験
な
ど
が
根
底
に
あ
る
と
見
て
取
れ
る
。

　　
　

�

私
は
今
日
の
言
葉
、
今
の
こ
の
、
混
沌
と
し
た
、
屈
辱
と
悔
恨
と
疑
惑
と
困
苦

と
、
そ
れ
か
ら
醜
悪
な
あ
ら
ゆ
る
世
相
に
対
し
て
も
、
び
く
と
も
し
な
い
や
う

な
、
ご
み
ご
み
汚
れ
た
、
不
調
和
の
底
に
あ
る
現
代
の
言
葉
の
中
か
ら
で
な
く

て
は
、
今
の
こ
の
汚
辱
を
と
ほ
つ
た
心
を
い
ひ
表
す
べ
き
詩
句
は
見
出
せ
な
さ

う
な
気
が
す
る
。
さ
り
と
て
そ
の
現
代
口
語
の
低
調
さ
、
ま
は
り
遠
い
じ
れ
つ

た
さ
、
醇
化
さ
れ
ぬ
不
統
一
さ
に
心
は
焦
ち
舌
は
こ
は
ば
る
。（
中
略
）
け
れ

ど
も
私
は
矢
張
り
こ
の
枠
が
棄
て
ら
れ
な
い
の
だ（

（1
（

　

し
か
し
表
現
の
観
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、
現
代
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
で
遣

う
言
葉
が
い
か
に
二
千
年
の
伝
統
を
基
盤
と
し
た
歌
こ
と
ば
と
は
か
け
離
れ
、
ま
た

文
語
定
型
か
ら
生
ま
れ
る
リ
ズ
ム
を
と
り
に
く
い
か
の
問
題
提
起
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
が
、
右
の
文
章
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
憂
慮
し
つ
つ
も
短

歌
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
新
し
い
時
代
の
歌
を
詠
も
う
と
す
る
姿
勢
が
表
れ
て
い
ま

い
か
。
次
の
歌
群
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　
🄰　

放
射
能
不
気
味
な
る
作
用
あ
ら
は
さ
む
春
近
づ
き
て
ゆ
た
け
き
食
卓

　
　

�

核
武
装
よ
そ
に
見
て
競き
そ

ふ
若
き
裸ら
し
ん身
黒
白
黄
の
い
ろ
ひ
か
り
あ
ひ
つ
つ

　
　

�

雲
海
を
血
の
色
に
染
め
ベ
ト
ナ
ム
上
空
陽
の
沈
む
頃
を
か
け
り
ゆ
く
わ
れ
は

🄱　

二
重
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
生
き
の
死
闘
に
大
き
く
波
打
つ
未
熟
児
の
む
ね

　
　

�

う
つ
そ
み
の
疲
れ
は
て
た
る
と
き
に
急
に
目
を
さ
ま
す
わ
れ
か
気
ま
ま
の
振
舞

ひ
（『
時
差
』『
垂
水
』）

　

美
代
子
の
生
活
短
歌
の
傾
向
は
、
右
の
🄰
の
よ
う
に
社
会
性
の
強
い
問
題
提
起
の

も
の
と
、🄱
の
よ
う
に
自
己
の
身
辺
に
材
を
と
っ
た
も
の
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

🄰
の
歌
材
で
あ
る
放
射
能
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
🄱
の
現
代
医
学
に

関
わ
る
も
の
な
ど
、
歌
材
の
持
つ
鮮
烈
さ
、
言
葉
の
持
つ
衝
撃
力
な
ど
が
認
め
ら
れ

る
。
戦
後
多
用
さ
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語
や
現
代
の
言
葉
は
定
型
に
収
ま
り
に
く
い
が
、

美
代
子
は
常
に
定
型
を
意
識
す
る
な
か
で
意
図
的
に
破
調
を
駆
使
し
、
塚
本
邦
雄
に

先
立
つ
ほ
ど
の
、
戦
後
前
衛
短
歌
の
先
駆
け
の
役
割
を
担
っ
た
一
人
で
あ
る
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
美
代
子
の
晩
年
の
歌
境
に
つ
い
て
述
べ
る
。
伝
統
の
重
み
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
次
の
歌
に
表
れ
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。

　
　

�

千
年
を
経
て
ひ
び
き
く
る
古
歌
あ
る
は
時
空
を
超
え
し
放
電
と
怖
は
し　
（『
垂

水
』）

　

古
歌
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
美
代
子
が
古
典
和
歌
の
世
界
と
今
日
の
短
歌
世
界
と
を

ど
の
よ
う
に
止
揚
さ
せ
、
新
し
い
短
歌
世
界
を
表
現
す
る
か
に
つ
い
て
見
る
な
ら

「
古
典
を
組
み
ふ
せ
て
」「
和
歌
史
に
一
首
を
加
え
る
」
た
め
に
「
そ
の
和
歌
の
歴

史
と
、
他
の
文
学
の
影
響
と
の
流
れ
あ
っ
て
交
錯
す
る
一
点
に
目
を
こ
ら
し
、
身
を

投
げ
入
れ
て
そ
の
一
首
を
生
も
う
と
あ
が
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
投
げ
入
れ
よ

う
と
す
る
わ
が
身
の
瘠
せ
は
、
日
本
歴
史
の
た
て
の
流
れ
と
、
原
子
力
時
代
の
今
日

の
横
の
流
れ
と
に
養
わ
れ
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
一
瞬
の
火
花
を
散
ら
そ
う
と
も
が

く
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
美
代
子
は
伝
統
に
立
つ
短
歌
と
生
活
に
立
つ
短
歌

と
の
止
揚
に
至
る
過
程
を
懸
命
に
模
索
し
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
指
導
者
の
立
場
に
あ
っ
た
美
代
子
は
具
体
的
に
何
に
重
点
を
お
い
て
短
歌
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指
導
を
行
っ
た
の
か
、
調
べ
を
重
視
す
る
指
導
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。
美
代
子

は
「
自
分
の
心
の
中
か
ら
わ
き
起
こ
っ
て
来
る
リ
ズ
ム
に
自
然
に
乗
っ
た
方
が
良
い

歌
が
出
来
る
場
合
が
多（

（2
（

」
く
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
捉
え
る
た
め
に
は
「
ま
ず
名
歌
を
暗

誦
す
る
事
」
を
勧
め
、
そ
う
す
る
と
知
ら
な
い
中
に
自
分
の
心
の
中
に
日
本
の
歌
の

リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
が
は
い
っ
て
く
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
は
美
智
子
上
皇
后
の
お
歌
指
導
の
最
初
に
述
べ
た
と
い
う
次
の
こ
と
ば

か
ら
も
見
て
取
れ
る
が
、
短
歌
創
作
の
土
台
は
ま
ず
古
今
の
名
歌
を
暗
誦
し
て
調
べ

を
感
得
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
い
う
信
念
が
表
れ
て
い
る
。

　
　

�　

本
当
の
お
心
も
ち
を
あ
り
の
ま
ま
お
よ
み
に
な
る
こ
と
が
第
一
。
次
に
た
っ

た
百
日
の
御
修
行
ゆ
え
毎
日
か
な
ら
ず
一
首
詠
も
う
と
な
さ
る
こ
と
、（
中
略
）

最
後
に
、
歌
に
は
調
べ
が
大
切
で
す
か
ら
、
毎
回
古
今
の
名
歌
を
数
首
ず
つ
差

上
げ
て
御
解
釈
申
し
ま
す
か
ら
、
中
の
一
首
、
一
番
お
好
き
な
の
を
一
首
だ
け

は
暗
誦
し
て
い
ら
っ
し
て
、
次
の
時
間
に
そ
ら
で
お
き
か
せ
く
だ
さ
る
こ
と（

（2
（

　
　
　
　

２　
『
花
激
つ
』
の
世
界

　

そ
れ
で
は
、
美
代
子
自
身
、
わ
が
歌
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
た
、『
花
激
つ
』（
短

歌
新
聞
社
、
一
九
七
八
・
一
二
）
の
世
界
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

美
代
子
は
長
女
ひ
と
み
の
自
死
に
よ
る
喪
失
を
埋
め
る
べ
く
、
そ
の
生
ま
れ
変
わ

り
と
し
て
次
女
い
づ
み
の
娘
で
あ
る
ゆ
か
り
を
五
島
家
の
女
性
の
系
譜
に
組
み
込
も

う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
拒
ま
れ
再
会
を
遮
断
さ
れ
た
。『
花
激
つ
』
に
は
、
孫
へ
の

激
し
い
執
着
や
幻
想
を
は
じ
め
、
自
ら
の
情
念
や
妄
執
な
ど
を
詠
ん
だ
歌
群
が
際

立
っ
て
い
る
。

　

五
島
茂
は
、「「
垂
水
」を
出
し
た
あ
と
一
昨
年
あ
た
り
か
ら
今
度
の
集
は
思
い
き
っ

た
内
容
に
な
る
と
言
い
、「
激
つ
」
と
い
う
歌
集
名
を
口
に
し
て
い
た
が
、
最
後
の

病
院
生
活
の
病
床
で
、
そ
れ
を
「
花
激
つ
」
と
決
め
た（

（2
（

」
と
記
し
て
い
る
。『
花
激
つ
』

に
は
美
代
子
の
歌
人
と
し
て
の
生
き
方
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
美
代
子

の
取
り
上
げ
た
歌
こ
と
ば
を
例
と
し
て
、
美
代
子
の
独
自
の
律
が
語
彙
の
選
択
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
意
味
内
容
と
の
一
致
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
調
べ
に
向
っ
て
の
飛
翔
の
内
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

後
出
の
表
２
『
花
激
つ
』
に
お
け
る
各
句
の
字
数
の
相
対
頻
度
よ
り
、
特
に
、『
花

激
つ
』
の
一
首
中
、
四
句
目
と
五
句
目
の
破
調
の
割
合
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
期

を
除
い
て
最
も
高
く
、
そ
の
程
度
も
重
い
。『
花
激
つ
』
は
美
代
子
の
破
調
に
よ
る

表
現
が
最
も
高
ま
っ
た
世
界
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

初
句
か
ら
第
五
句
ま
で
、
太
字
の
、
そ
れ
ぞ
れ
字
数
が
五
、七
、五
、七
、七
を
と
る

歌
の
数
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
を
超
え
、
美
代
子
の
「
定
型
を
基
調
と
し
た

破
調
」
の
一
つ
の
傍
証
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
左
右
の
数
字
か
ら
、
美
代
子

の
歌
は
字
余
り
が
多
く
、
字
足
ら
ず
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
示
し
て
い

る
。

　

表
３
で
は
上
の
句
も
し
く
は
下
の
句
の
定
型
が
半
数
以
上
で
、『
花
激
つ
』
に
お

け
る
定
型
を
基
調
と
し
た
破
調
の
傍
証
と
な
っ
て
い
る
。
表
４
で
は
、
下
の
句
の
音

数
律
七
、八
あ
る
い
は
八
、七
の
も
の
が
二
三
、〇
％
で
、
下
の
句
に
定
型
に
近
い
落

ち
着
き
が
う
か
が
え
る
。

　

初
め
て
歌
集
に
「
た
ぎ
つ
」
の
語
が
表
れ
た
の
は
、
第
一
歌
集
『
暖
流
』
の

「
季モ

ン
ス
ウ
ン

節
風
」
に
お
い
て
で
あ
る（
（2
（

。
そ
の
一
部
に
「
く
だ
け
流
る
る　

波
が
し
ら　

滝

つ
瀬
な
し
て
窓
を　

過
ぎ
ゆ
く
」
と
あ
る
。

　

美
代
子
に
と
っ
て｢

滝た
き

つ
瀬｣

の
滝
は
、
本
流
・
激
流
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
次
の
文
章
は
志
貴
皇
子
の
歌
「
石
激　

垂
水
之
上
乃　

佐
和
良
妣
乃　

毛
要
出

春
爾
成
来
鴨
（
イ
ハ
ソ
ソ
ク
タ
ル
ミ
ノ
ウ
ヘ
ノ
サ
ハ
ラ
ヒ
ノ
モ
エ
イ
ツ
ル
ハ
ル
ニ
ナ
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リ
ニ
ケ
ル
カ
モ（
（2
（

」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

�
ふ
と
「
垂
水
」
と
い
ふ
名
の
浮
び
ま
し
た
と
き
は
、
こ
れ
か
ら
胸
の
奥
に
あ
っ

た
氷
が
と
け
て
、
少
し
づ
つ
「
石い

は

そ
そ
く
」
水
に
も
な
り
さ
う
な
き
ぼ
う
が
で

て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。（
中
略
）
こ
の
歌
集
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
自
分
を
埋
葬
し
、

「
石
ば
し
る
垂
水
」
の
や
う
な
、
滝
つ
瀬
の
や
う
な
新
し
い
歌
境
に
進
み
た
い

と
思
ふ
や
う
に
な
り
（
後
略（

（2
（

）

　
　
　
　
　

花
激た
ぎ

つ

①　

花
た
ぎ
つ　

幾
十
年
見
来
し
春
な
れ
ば
花
び
ら
重
な
り
ま
じ
り
あ
ふ
翳　

②　

痛
き
と
こ
ろ
あ
れ
ば
身
は
地
に
く
ぐ
ま
れ
ど
花
た
ぎ
つ
日
は
空
も
翔か

け
た
し

③　

花
の
中
に
う
ご
く
影
あ
り
た
ぎ
つ
瀬
な
し
く
づ
る
る
と
き
の
う
つ
く
し
さ
痛
く

　
　
　
　
　

残
花
乱ら

つ
ぷ舞

④　

花
散
り
か
ひ
痛
む
と
こ
ろ
あ
る
身
に
ふ
れ
て
お
ぞ
毛
た
つ
ま
で
う
つ
く
し
き
風

⑤　

花
乱ら

つ
ぷ舞

と
き
あ
り
て
誘
ふ
風
待
ち
て
吹
雪
す
る
さ
ま
酷
薄
な
り

⑥　

う
す
墨
い
ろ
の
さ
く
ら
目
に
あ
り
し
か
す
が
に
紅べ

に

ふ
ふ
み
空
に
と
け
な
む
と
す

　

右
の
歌
群
は
死
の
前
年
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
、
多
発
性
胃
潰
瘍
の
た
め
入

退
院
を
繰
り
返
す
中
で
詠
ま
れ
た
が
、
美
代
子
の
意
識
下
に
あ
る
心
象
世
界
が
具
現

化
さ
れ
た
歌
の
例
で
あ
る
。
美
代
子
が
生
涯
に
詠
ん
だ
伝
統
的
・
文
化
的
な
重
み
を

も
つ
桜
の
歌
は
、
自
己
の
「
激
つ
」
心
象
世
界
を
顕
在
化
さ
せ
つ
つ
、
花
の
影
を
見

つ
め
る
と
き
は
「
影
・
か
げ
・
陰
影
」
と
記
し
、
花
の
影
を
通
し
て
自
己
の
心
の
暗

さ
を
見
る
時
に
は
「
か
げ
・
翳
」
と
記
し
て
、
破
調
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
独
自
の

リ
ズ
ム
で
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
美
代
子
に
と
っ
て
、
影
は
、
桜
と
い
う

伝
統
的
、
文
化
的
な
重
み
を
含
有
し
、
自
我
を
圧
倒
す
る
あ
る
種
の
強
烈
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
揮
す
る
も
の
。
揺
ら
め
く
影
を
抱
え
持
つ
花
々
が
次
次
と
枝
を
離
れ
、
全

て
を
覆
い
尽
く
す
か
の
よ
う
に
舞
い
吹
雪
く
桜
に
、
自
己
の
心
の
苦
悩
や
葛
藤
の
有

り
様
を
も
重
ね
見
て
連
作
し
て
い
る
。

　

特
に
①
の
歌
は
、「
花
激た

ぎ

つ
」
の
詞
書
を
持
つ
一
一
首
連
作
中
の
冒
頭
の
歌
だ
が

美
代
子
の
こ
の
一
首
に
か
け
る
思
い
が
次
の
推
敲
の
過
程
（
未
発
表
資
料
、稿
者
蔵
）

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
最
終
稿
に
至
る
ま
で
、
Ａ
４
版
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四

枚
、
五
稿
に
わ
た
っ
て
推
敲
を
重
ね
て
い
る
。
な
お
、
前
者
は
ま
と
ま
っ
て
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
Ｂ
４
版
原
稿
用
紙
か
ら
〈
初
案
〉（
未
発
表
資

料
、
稿
者
蔵
）
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
見
つ
か
っ
た
。
前
者
は
ペ
ン
書
き
で
歌
を
マ

ス
目
に
入
れ
て
い
る
が
、後
者
は
鉛
筆
で
く
だ
け
た
感
じ
で
書
か
れ
て
い
る
。ま
た
、

『
花
激
つ
』
の
他
の
歌
に
つ
い
て
も
推
敲
過
程
を
た
ど
れ
る
も
の
は
あ
る
が
、
冒
頭

歌
は
美
代
子
が
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
推
敲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
歌
集
名

に
繋
が
る
重
要
な
一
首
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
冒
頭
歌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
花
激た

ぎ

つ
」
冒
頭
歌
の
推
敲
過
程

　
　

表
記
に
つ
い
て

　
　
　
　

判
読
し
が
た
い
文
字
は
■
で
示
し
た
。

　
　
　
　

作
者
が
書
き
損
じ
て
塗
り
つ
ぶ
し
た
も
の
は
●
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
つ
に

初
案　
七
十
年
見
て
来
し
花
の
重
な
れ
ば
花
々

　
　
　

■
■
■

　
　
　

重
か
さ
な
り
た
き
つ
ゆ
ら
め
き　

た
き
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
な
る
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一
稿
目　
　

激
つ
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

春　
　
　
り
に　
　
　
ゆ
ら
め
き 

影　
た
ぎ
ち
あ
ふ

　
　

七
十
年
見
て
来
し
花
の
重
な
れ
ば
花
々
ゆ
ら
ぎ
●
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■

　
　
さ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
を
ま
し　

花
片
た
ぎ
つ

　
　

あ
り
た
ぎ
ち
ゆ
ら
め
く　
　
　
　
　
　

影
た
ぎ
ち
あ
ふ

二
稿
目　
　
　

 

い
く
十
年
見
来
し
春
な
れ
ば
花
び
ら
重
な
り

　
　
花
た
ぎ
つ
こ
の
さ
き
し

　
　
た
き
つ
花

　
　

い
く
十
年
見
て
来
し
春
の
重
な
れ
ば
花
々
影
添
ひ
●

　
　
た
ぎ
ち
流
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
な
り
流
る
ゝ

三
稿
目　
　

花
激
つ

　
　

花
た
ぎ
つ
幾
十
年
見
来
し
春
な
れ
ば
花
び
ら
重
な

　
　
　
　
　
せ
め
ぎ
あ
ふ

　
　

り
影
添
ひ
て
流
る

　
　
　
　
　
ま
じ
り
あ
ふ

四
稿
目　
　

花
激
つ

　
　

花
た
ぎ
つ　

幾
十
年
見
来
し
春
な
れ
ば
花
び
ら
重

　
　

な
り
ま
じ
り
あ
ふ
影

最
終
稿　
　

花
激た
ぎ

つ

　
　
　

花
た
ぎ
つ　

幾
十
年
見
来
し
春
な
れ
ば
花
び
ら
重
な
り
ま
じ
り
あ
ふ
翳　

　

次
に
推
敲
過
程
を
検
討
す
る
。

　

モ
チ
ー
フ
は
〈
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
見
て
き
た
自
己
の
心
象
世
界
と　

花
が
重
な

り
あ
っ
て
脳
裏
に
浮
か
び
、
ま
す
ま
す
激
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
る
世
界
〉
と
見
て
取

れ
る
。
こ
の
推
敲
過
程
に
も
、
美
代
子
の
初
句
と
結
句
へ
の
意
識
が
特
に
高
い
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
初
句
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
ば
を
用
い
て
読
者
を
自
分
の
作

品
世
界
に
引
き
込
む
だ
け
の
意
気
込
み
を
見
せ
、
結
句
で
は
作
品
の
根
幹
を
成
す
心

情
を
込
め
る
場
合
が
他
の
作
品
に
お
い
て
も
多
々
見
ら
れ
る（

（2
（

。

　

初
案
で
は
、
美
し
い
花
の
世
界
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
数
多
く
の
花
々
が
た

ぎ
ち
重
さ
な
り
合
う
情
景
の
美
し
さ
が
「
ゆ
ら
め
き
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
な

ま
め
か
し
さ
さ
え
も
感
じ
さ
せ
る
歌
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
稿
目
で
は
主
題
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
花
の
揺
れ
る
様
子
に
「
影
」

を
見
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
激
し
く
揺
ら
ぐ
様
子
を
〈
た
ぎ
つ
〉〈
た
ぎ
ち
あ
ふ
〉

と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
べ
く
、下
の
句
を
三
種
類
の
パ
タ
ー
ン
で
推
敲
し
て
い
る
。

上
の
句
は
「
七
十
年
見
て
来
し
花
の
重
な
（
れ
ば
）」
と
下
の
句
の
説
明
と
な
っ
て

い
る
の
で
「
重
な
り
に
」
と
直
し
た
が
、
ま
た
「
重
な
れ
ば
」
と
、
戻
し
て
い
る
。

一
稿
目
で
は
「
激
つ
花
」
と
題
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
歌
稿
と
し
て
意
識
し
て

臨
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

二
稿
目
で
は
、
初
句
と
結
句
に
手
を
入
れ
て
い
る
。
初
句
で
花
の
強
烈
な
印
象

を
出
す
べ
く
「
た
ぎ
つ
花
」
と
直
し
、
さ
ら
に
「
花
た
ぎ
つ
」
へ
と
変
更
し
た
。
こ

こ
で
初
め
て
桜
の
イ
メ
ー
ジ
が
〈
揺
ら
め
く
影
を
抱
え
持
つ
花
々
が
次
次
と
枝
を
離

れ
、
全
て
を
覆
い
尽
く
す
か
の
よ
う
に
舞
い
吹
雪
い
て
い
る
世
界
〉
で
あ
る
こ
と
が

鮮
や
か
に
映
し
出
さ
れ
た
。
し
か
も
美
代
子
は
、
そ
こ
に
心
奥
に
影
を
背
負
う
自
己

⎩
⎨
⎧
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の
生
の
有
り
様
を
も
重
ね
見
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
下
の
句
を
「
花
び
ら
重

な
り
影
添
ひ
流
る
ゝ
」
と
直
し
た
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、「
七
十
年
」

と
い
う
現
実
的
な
年
月
を
「
い
く
十
年
」
と
推
敲
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
心
象
世
界

を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
。

　

三
稿
目
で
は
題
名
が
「
激
つ
花
」
か
ら
「
花
激
つ
」
へ
と
推
敲
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
初
句
の
後
に
一
字
空
白
を
設
け
て
初
句
を
際
立
た
せ
た
。
そ
し
て
結
句
を�

二
稿
目
の
「
影
添
ひ
流
る
ゝ
」
か
ら
「
せ
め
ぎ
あ
ふ
」
へ
、
さ
ら
に
「
ま
じ
り
あ
ふ
」

と
推
敲
し
て
い
る
。
影
は
添
う
も
の
で
は
な
く
混
じ
り
合
う
も
の
、
つ
ま
り
、
花
び

ら
と
美
代
子
の
内
面
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
感
性
が
よ
り
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
と

見
て
取
れ
る
。
美
代
子
は
自
ら
の
死
を
見
据
え
、
激
痛
の
中
で
、
逆
巻
く
よ
う
に
舞

う
花
片
と
一
体
と
な
っ
て
空
を
翔
け
め
ぐ
り
た
い
と
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
肉
体
・

精
神
の
痛
み
を
通
し
て
花
の
激
ち
と
一
体
と
な
り
、
生
の
燃
焼
す
る
世
界
を
感
得
し

た
と
言
え
ま
い
か
。

　

四
稿
目
で
、
結
句
を
「
影
ま
じ
り
あ
ふ
」
か
ら
「
ま
じ
り
あ
ふ
影
」
と
直
し
た
。

初
句
の
花
の
た
ぎ
ち
の
強
調
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
体
言
で
留
め
て
「
影
」、

す
な
わ
ち
自
身
の
内
面
を
強
調
し
、桜
と
の
一
体
感
を
さ
ら
に
強
く
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
最
終
稿
で
「
影
」
を
「
翳
」
に
な
お
し
た
こ
と
か
ら
も
花
の
影
を
通

し
て
自
己
の
心
の
暗
さ
を
見
る
美
代
子
の
心
象
風
景
が
際
立
つ
推
敲
と
な
っ
た
と
指

摘
し
た
い
。
ま
た
、
最
終
稿
の
「
激
」
に
は
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な｢

激
つ｣

と
い
う
歌
こ
と
ば
と
桜
の
花
を
組
み
合
わ
せ
、「
花
激
つ
」

と
い
う
歌
の
世
界
を
新
た
に
創
造
し
た
の
は
、
美
代
子
独
自
の
歌
の
世
界
と
言
え
ま

い
か
。
こ
こ
に
こ
そ
美
代
子
の
独
創
性
が
認
め
ら
れ
る
と
言
い
得
よ
う
。
揺
ら
め
く

影
を
見
せ
る
花
び
ら
の
吹
雪
く
様
を
捉
え
、
そ
こ
に
自
己
の
心
の
苦
悩
や
葛
藤
を
重

ね
見
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
代
子
は
こ
の
自
己
の
心
象
風
景
を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い

歌
こ
と
ば
を
模
索
す
る
中
で
自
分
自
身
の
「
花
激
つ
」
を
つ
か
み
取
っ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
心
象
の
万
感
を
込
め
よ
う
と
す
る
と
、

五
七
五
七
七
に
納
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
こ
に
美
代
子
の
破
調
を
用
い
る
必
然
性

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
に
も
こ
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
例
え
ば
、
前
掲
の
「
残
花
乱
舞
」
と
い

う
言
葉
も
、
美
代
子
独
自
の
世
界
観
が
生
ん
だ
歌
こ
と
ば
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
典
和
歌
に
は
残
花
は
あ
る
が
、
乱ら

ん
ぶ舞
す
る
様
と
結
び
つ
け
て
の
作
品
は
管
見
に
入

ら
な
い
。
し
か
も
美
代
子
は
、
わ
ざ
わ
ざ
乱ら

ん
ぶ舞

を
〈
ら
つ
ぷ
〉
と
読
ま
せ
て
い
る
。

日
葡
辞
書（

（2
（

な
ど
に
基
づ
く
芸
能
用
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　

終
り
に

　

美
代
子
の
歌
に
は
、
今
読
ん
で
も
新
し
い
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
何
故

か
。
そ
れ
は
、
破
調
と
美
代
子
の
作
り
出
す
歌
こ
と
ば
が
密
接
に
つ
な
が
っ
て
、
現

代
に
通
じ
る
斬
新
な
響
き
を
醸
し
出
す
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
美
代
子
は
伝
統
の

何
を
受
け
継
ぎ
、
何
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
か
と
い
う
問
題
を
自
ら
に
突
き
つ
け
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
常
に
新
し
く
、
現
在
生
き
て
い
る
歌
人
た
ち
に
も
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
大
き
な
問
題
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
美
代
子
は
そ
の
た
め
葛
藤
を
続
け
、
そ

の
結
果
見
出
し
た
の
が
、〈
破
調
〉
と
い
う
表
現
形
式
で
あ
っ
た
。
短
歌
は
音
数
が

短
い
が
故
に
、
象
徴
的
な
言
葉
の
持
つ
広
が
り
や
深
さ
が
重
要
な
働
き
を
す
る
が
、

現
代
社
会
と
相
ま
っ
て
用
い
ら
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語
は
、
言
葉
の
含
有
す
る
世
界
が
狭

く
世
界
の
人
名
や
地
名
な
ど
短
歌
に
収
ま
り
に
く
い
も
の
が
多
々
あ
る
一
方
、
衝
撃

力
の
効
果
も
あ
る
。
美
代
子
は
カ
タ
カ
ナ
語
も
含
め
、
伝
統
短
歌
の
持
つ
抒
情
性
を

捉
え
直
す
中
で
一
端
伝
統
的
短
歌
の
リ
ズ
ム
を
断
ち
切
り
、
具
体
的
に
歌
材
と
歌
こ

と
ば
を
〈
破
調
〉
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
と
い
う
新
し
い
方
法
で
新
た
な
抒
情
性
を

与
え
た
。
そ
し
て
、
自
己
の
感
性
が
醸
し
出
す
調
べ
の
世
界
へ
の
飛
翔
を
試
み
た
。
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今
日
の
新
し
い
短
歌
は
生
活
短
歌
と
古
典
和
歌
と
の
止
揚
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
美
代
子
の
短
歌
に
よ
っ
て
明
瞭
に
具
現
化
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
い
。
こ
こ
に
、
美
代
子
の
〈
破
調
〉
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

注（
1
）
五
島
美
代
子
『
暖
流
』
三
省
堂
、
一
九
三
六
・
七

（
2
）�

川
田
順
は
『
暖
流
』
の
序
に
次
の
歌
を
含
む
一
七
首
を
挙
げ
、「
此
処
に
は
、
初
め
て
胎
動

が
歌
は
れ
て
ゐ
る
」・「
母
性
愛
の
歌
に
よ
つ
て
、
前
人
未
踏
の
地
へ
健
や
か
に
第
一
歩
を
踏

み
入
れ
た
。」（
跋
）
と
述
べ
た
。
以
後
、
美
代
子
の
特
徴
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　

  

胎
動
の
お
ほ
に
し
づ
け
き
あ
し
た
か
な
吾
子
の
思
ひ
も
や
す
け
か
る
ら
し

　
　
　

  

生
き
む
と
す
る
吾
子
の
思
に
ひ
た
向
ひ
か
し
こ
み
朝
の
胎
動
を
き
く

（
3
）�「
無
産
者
短
歌
」『
大
塚
金
之
助
著
作
集
第
九
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
・
九
（
初
出
は
『
ま

る
め
ら
』
第
五
号
、
一
九
二
七
・
五
）

（
4
）�

男
子
後
継
者
の
い
な
い
五
島
家
で
の
美
代
子
の
母
か
ら
出
さ
れ
た
結
婚
の
条
件
は
、
茂
が
五

島
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

�

ロ
バ
ア
ト
・
オ
ウ
エ
ン
の
研
究
家
で
イ
ギ
リ
ス
一
八
、九
世
紀
の
社
会
経
済
史
を
専
門
と
す

る
茂
は
、
第
八
高
等
学
校
時
代
か
ら
島
木
赤
彦
に
師
事
し
、「
麦
人
」、「
小
杉
茂
」
の
雅
号

で　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
二
月
か
ら
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
二
月
ま
で
『
ア

ラ
ラ
ギ
』
に
作
品
を
発
表
し
た
。
と
同
時
に
、『
心
の
花
』
創
刊
時
か
ら
の
編
集
者
で
あ
る

石
榑
千
亦
を
父
に
持
つ
茂
は
、『
心
の
花
』
の
編
集
を
手
伝
い
、
自
ら
も
石
榑
茂
の
名
で
作

品
や
批
評
を
掲
載
し
、
選
歌
に
携
わ
る
な
ど
若
手
歌
人
と
し
て
評
価
を
得
て
い
た
。

（
5
）
い
わ
ゆ
る
「
斎
藤
茂
吉
と
石
榑
茂
の
短
歌
革
命
論
争
」
で
あ
る
。

（
6
）
五
島
茂
「
自
伝
第
四
回
」『
短
歌
』、
一
九
六
九
・
八

（
7
）
石
榑
茂
『
石
榑
茂
歌
集
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
九
・
八　

（
8
）
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
、
短
歌
結
社
竹
柏
会
よ
り
佐
佐
木
信
綱
に
よ
っ
て
創
刊
。

（
9
）�『
短
歌
前
衛
』
一
九
三
〇
年
四
月
号
掲
載
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
集
』
新
日

本
出
版
社　

一
九
八
八
・
一
一

（
10
）『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
六
・
三

（
11
）�

島
田
修
三
『
岩
波
現
代
短
歌
辞
典
』
デ
ス
ク
版　

監
修
岡
井
隆
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
・
一
二

（
12
）�

五
島
美
代
子
「
二　

作
歌
技
法
―
短
歌
の
創
り
方
」『
私
の
短
歌
』
柴
田
書
店
、

一
九
五
七
・
九

（
13
）
対
象
は
『
定
本
五
島
美
代
子
全
歌
集
』
所
収
の
歌
集
中
全
短
歌

（
14
）�

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
田
中
英
道
訳
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
八
・
一
一

（
15
）
五
島
美
代
子
『
私
の
短
歌
』
柴
田
書
店
、
一
九
五
七
・
九

（
16
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
五
島
美
代
子
第
四
歌
集
『
風
』
に
お
け
る
〈
母
の
歌
〉」（『
会

誌
』
第
三
六
号　

二
〇
一
九
・
一
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）�

五
島
美
代
子
「
３　

生
活
短
歌
と
い
う
こ
と
―
―
新
聞
歌
壇
に
あ
ら
わ
れ
た
「
生
活
」
の
内

容
」『
私
の
短
歌
』
柴
田
書
店
、
一
九
五
七
・
九

（
18
）
五
島
美
代
子
『
花
時
計
』
白
玉
書
房
、
一
九
七
九
・
四　

（
19
）�

五
島
美
代
子
「
四 

短
歌
史
の
流
れ
１ 

日
本
の
歌
」『
私
の
短
歌
』
柴
田
書
店
、

一
九
五
七
・
九

（
20
）
五
島
美
代
子
『
私
の
短
歌
』
柴
田
書
店
、
一
九
五
七
・
九

（
21
）
五
島
美
代
子
『
花
時
計
』
白
玉
書
房
、
一
九
七
九
・
四

（
22
）
五
島
茂
「
あ
と
が
き
」『
花
激
つ
』
短
歌
新
聞
社
、
一
九
七
八
・
一
二

（
23
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
歌
心
た
ぎ
つ
歌
人
―
―
五
島
美
代
子
の
本
質
に
つ
い
て
の
一
考

察
―
―
」（『
国
文
目
白
』
三
九
号　

一
九
九
〇
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）
佐
佐
木
信
綱
『
校
本
万
葉
集
』
五　

岩
波
書
店
、
一
九
三
一
・
一
一

（
25
）
五
島
美
代
子
「
あ
と
が
き
」『
垂
水
』
白
玉
書
房
、
一
九
七
三
・
一
一

（
26
）�

赤
き
花
は
そ
の
ま
ま
身
内
に
飛
び
こ
み
て
花
片
も
怖
く
実
も
怖
く
炎
さ
ら
に
怖
し
（『
花
激

つ
』）

　
　

 �
花
と
を
と
め
い
づ
れ
匂
ひ
の
濃
き
顔
を
お
し
つ
け
来
れ
ば
昼
も
見
る
夢
（『
花
激
つ
』）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
27
）�Ralppu. 
ラ
ッ
プ
（
乱
舞
）　

多
く
の
人
々
の
声
や
楽
器
に
よ
る
、
歌
と
音
楽
と
。（
邦
訳
『
日

葡
辞
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
・
五
）
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表１　破調の相対頻度（全歌集）　3918首中
歌　集　名 総計 定型 破調 一句破調 二句破調 三句破調 四句破調 五句破調

暖流① 216 52.3% 47.7% 25.0% 12.5% 5.6% 4.2% 0.5%
暖流②「新興歌人連盟」・「プ
ロレタリア歌人同盟」期 31 0% 100% 9.7% 0% 12.9% 51.6% 25.8%

暖流③ 151 15.9% 84.1% 23.8% 21.2% 19.9% 11.9% 7.3%
丘の上 525 21.5% 78.5% 28.8% 23.0% 17.7% 7.6% 1.3%
炎と雪 315 26.7% 73.3% 32.7% 22.5% 9.5% 7.3% 1.2%
風 325 20.9% 79.1% 30.2% 22.8% 17.2% 8.0% 0.9%
いのちありけり 494 24.1% 75.9% 29.4% 23.9% 15.8% 6.1% 0.8%
時差 647 21.0% 79.0% 29.1% 23.5% 14.8% 9.1% 2.5%
垂水 602 18.4% 81.6% 22.4% 26.9% 18.1% 11.6% 2.5%
花激つ 612 13.6% 86.4% 23.2% 25.0% 19.1% 14.5% 4.6%

表２　『花激つ』各句の字数の相対頻度　612首中
字数 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
第一 0.2% 1.0% 1.1% 55.4% 22.5% 11.8% 3.9% 2.2% 1.3% 0.2% 0.3% 0% 0%
第二 0.2% 1.8% 1.8% 6.0% 4.1% 61.8% 16.5% 4.4% 2.5% 0.7% 0.2% 0.2% 0%
第三 0% 2.3% 1.0% 57.8% 14.2% 8.5% 7.4% 4.2% 3.3% 0.8% 0.5% 0% 0%
第四 0% 0.8% 1.3% 6.2% 4.4% 56.7% 19.0% 6.7% 2.3% 1.1% 1.0% 0.3% 0.2%
第五 0.3% 0.2% 2.5% 3.6% 1.0% 56.7% 21.9% 6.8% 3.1% 2.5% 1.1% 0.2% 0.2%

表３　『花激つ』の定型を基調とした破調
上の句 5,7,5 166 27.1%
下の句 7,7 237 38.7%
少なくとも上の句もしくは下の句が定型 320 52.3%

表４　『花激つ』の定型を基調とした破調
下の句 7,8 76 12.4%
下の句 8,7 65 10.6%
下の句7,8もしくは8,7 141 23.0%
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付
記�　

本
稿
で
使
用
す
る
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
従
っ
た
。
引
用
文
の
仮
名
遣
い
は

原
文
通
り
で
あ
る
。

　
　

�　

本
稿
は
「
平
成
二
九
年
度　

和
歌
文
学
会
第
六
三
回
大
会
」（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
二

日
、
於
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
）
で
の
研
究
発
表
「
歌
人
五
島
美
代
子
の
表
現
形
式
―
―
定
型
の

超
克
と
新
し
い
律
へ
の
飛
翔
」
を
基
に
し
た
。

T
anka Poet M

iyoko Goto’s Path T
ow
ard O

vercom
ing Fixed Literary 

Form
s: A
n Exam

ination of Broken M
eter

H
A
M
A
D
A
 M
ieko

［Abstract

］W
hen looking at the expressive form

s em
ployed by the 

tanka poet M
iyoko Goto (1898-1978), instances of “broken m

eter” 
(hacho) are conspicuous.  (T

his refers to transgression of the fixed 
num

bers of syllables (or m
orae) that define the stanzaic units of 

traditional Japanese poetry, for exam
ple by having one or m

ore 
syllables over or under the standard num

ber, but also suggests 
transgression of other w

ays in w
hich Japanese poetry w

as firm
ly 

stylized.).  By the tim
e of M

iyoko’s last poem
 collection H

ana tagitsu 
[w
hich requires som

e further explanation at the end of this abstract], 
poem

s w
ith broken m

eter account for 86%
 of her com

positions.
In 1929, M

iyoko becam
e a m

em
ber of the Proletarian Poets’ 

Federation at one point, but soon left it and discontinued her poetry 
w
riting.  H

er poem
s from

 this period w
ere all free verse com

posed in 
colloquial Japanese rather than the classical literary language, and the 

essence of this approach can appropriately be understood as broken 
m
eter.  T

he reason w
as that, although these poem

s had the rhythm
s 

and lyricism
 that w

ere the province of traditional tanka at their root, 
and she had becom

e aw
are of the socially disenfranchised in society, 

proletarian thought w
as not w

hat m
ade up the intellectual foundation 

of her poetry.  T
he form

 of w
riting she used w

as also the com
plex old-

style kana syllabary of traditional literature rather than the condensed 
m
odern syllabary.
M
iyoko’s regeneration as a tanka poet can be traced to 1933, to an 
artistic experience at the Louvre M

useum
 that extended over the 

period of a m
onth.  O

n seeing M
ichelangelo’s sculpture of the D

ying 

Slave, a figure that appears to be on the verge of expiring under a 
pow
erful oppression w

hile at the sam
e tim

e appearing to be in the 
throes of ecstasy, M

iyoko grasped the dom
ain of tanka com

position 
that she w

as trying to achieve for herself.  O
n returning to Japan, 

M
iyoko founded the poetic journal R

isshun [Start of Spring] together 
w
ith her husband Shigeru, aim

ing to assim
ilate the realm

s of 
traditional tanka poetry and m

odern tanka poetry.  T
he key to this 

attem
pt turned out to be broken m

eter (hacho).  M
iyoko’s poem

s 
subsequently underw

ent a m
etam

orphosis into com
positions that took 

their underlying tone from
 the fixed form

s of classical-style literary 
language as the foundation for their broken m

eter.  W
ith a keen eye 

on the changing tim
es, she then w

ent on exploring poetic com
positions 

appropriate for expressing the states of m
ind that cam

e pouring out 
from

 the inner recesses of her self. In the postw
ar period, she 
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continued m
aking free use of broken m

eter, aim
ing for the assim

ilation 
of tanka poetry of life in the m

odern age w
ith traditional tanka 

com
position.

In reconceiving the lyricism
 that traditional tanka poetry possessed, 

M
iyoko broke through the link w

ith traditional tanka poetry’s 
rhythm

s, and by m
eans of broken m

eter, she bound the specific 
subject m

atter of her poem
s w
ith the w

ell-defined diction of Japanese 
poetry.  T

hrough this new
 approach, she attem

pted to provide poetry 
w
ith renew

ed lyricism
 and rhythm

icality and so to m
ake the leap into 

a realm
 of poetic com

position produced out of her ow
n sensibility.  

T
his is w

here the significance of M
iyoko’s broken m

eter is to be 
found.  H

er last poem
 collection H

ana tagitsu [cherry blossom
s falling 

from
 branches at the very m

om
ent and sw

irling in the air like snow
 

blow
n up in gusts from

 the ground; the title representing the poet’s 
em
otion and sentim

ent likened to cherry blossom
s flying about in the 

air] presents a distillation of M
iyoko’s unique new

 dom
ain of tanka 

poetry.

［Key W
ords

］M
iyoko Goto,  Shigeru Goto,  hacho,  poetic journal 

R
isshun,   H

ana tagitsu


